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この度、和歌山県合唱連盟理事長および関西合唱連盟常任理事を拝命いたしました。 

それに伴い、事務局長として９年間、次長時代も含めると実に１０年以上の長きにわたり務めてまいり

ました事務局を離れます。和歌山県の合唱について右も左もわからないところから、加盟団体のみなさま

方には手探りからスタートの事務局を温かく見守っていただきありがとうございます。時にはお電話にて

それぞれの合唱団のお悩みや、活動への想いをお話しいただきました。私にとって、このような時間はか

けがえのないもので、一抹の寂しさもございますが、より責任ある立場として、県下、そして関西の合唱

文化に対してより関わっていくこととなります。 

県連理事長就任にあたっては、昨年度の一件を受けてということもありますので、連盟に対するご期待

が薄れている状況だと感じています。それに加えて長く続くコロナ禍の影響により、活動がままならな

い、メンバーの減少など多くの難題を抱えての船出となります。 

『新しい連盟』の第一歩として、まずは理事の定員を増やし、かつ全員にしっかり事業を担当していた

だきます。その上で書類の一つひとつにもみなさんの意見を反映し、より身近なみなさまが躍動できる合

唱連盟運営を進めてまいりたいと考えています。 

私がまずこの２年間で実現を目指したいのは以下のことです。 

① 加盟団体が参加したいと思う、参加する価値があると感じる事業の実施 

② 団体間のつながりをもてる情報の共有 

③ 若い世代に貴重な体験をしていただいた先の、将来の合唱人の育成 

④ 閉鎖的にならず、非加盟団体への参加の呼びかけ 

⑤ 地方の新しい合唱文化の発展のモデルとなるような連盟運営 

私自身は、長年の事務局の経験を活かし、常に加盟団体のみなさまとの

コミュニケーションを維持しながら、新しい理事体制のなかで役員の力も

お借りしながら、自身の音楽の研鑽も引き続きしっかり積んでまいりたい

と思っております。 

みなさま、どうぞご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

阪本健悟 

理事長あいさつ 
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去る 4 月 10 日(日)、定時総会が河南コミュニティセンター多目的ホールにおいて開かれました。今年度は役員

改選にあたるとともに、前理事長の解職という不祥事を受けたこともあり、規約の大幅改正も議題に盛り込まれた

ものとなりました。コロナ禍の影響は未だに大きい中、今回より導入したリモートでの出席や、事前申し込みによ

るオブザーバーの参加など新しい試みを実施したことで、例年より多くの皆様にご参集いただけました。 

阪本理事長を始めとする新役員は今後を見据えた「みんなのためにみんなで支え合う合唱連盟づくり」を目指す

べく役員の人数も増え、新任理事も多くなっております。 

加盟団体の皆様に信頼されるのはもちろんのこと、コロナ禍という経験したことのない苦境から県下の合唱音楽

文化の発展・復興のため、役員一丸となって大きな目標にむかって取り組んでいきます。 

さまざまな事業を積極的に企画してまいります、和歌山県合唱連盟を引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 

阪本 健悟  (紀北) 

 

副理事長 

井上 浩樹  (紀南) 

 

コンクール・アンコン担当理事 

朝間 貞佳  (紀中) 

井上 浩樹   (紀南) 

中村 伴子  (紀北) 

藤藪 亜由美 (紀南) 

 

合唱祭・おかあさん・講習会担当理事 

久保 真紀  (和歌山市) 

澤村 紀成  (和歌山市) 

薗村 佑子  (和歌山市) 

谷本 智子  (紀南) 

 

事務局担当理事 

五十嵐 嘉紀 (和歌山市) 

澤田 あずみ (和歌山市) 

谷口 奈緒子 (和歌山市) 

永井 理恵  (和歌山市) 

 

団体理事 

Ensemble Mikanier (一般) 

和歌山大学混声合唱団 (大学ユース) 

コア・ブレーメン   (おかあさん) 

女声合唱団 Mimosa  (おかあさん) 

 

相談役 

北野 成美  (元和歌山県合唱連盟副理事長) 

原 盾二郎  (元和歌山県合唱連盟理事長) 

 

監事 

井上 きみ代 

築島 稔   (朝日新聞社和歌山総局長) 

総会報告 

役員紹介 
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運営スタッフを務めて 

担当理事 

 

第 55 回和歌山県合唱祭・第 45 回全日本おかあさんコーラス関西支部和歌山大会 

3 年ぶりの合唱祭を無事終えることができ、本当によかったです。実は私の団体もコロナの関係で合唱祭 1 週

間前は出演できるかどうかという状況でした。不安な状態を抱えながら、この時期に舞台で披露できたのは大変

貴重な 1 日になりました。 

スタッフとしては受付を担当し、慣れない作業でしたが、たくさんの方々に助けていただきながら終えること

ができました。事前の準備や当日のタイムスケジュール等本当にありがとうございました。 

大会運営を統括する方々の素晴らしい所①スタッフ一人ひとりに明確な指示が出ており無駄がない②参加者

ファーストで控室、動線、スケジュールなどが細部まで練られている③来場される方へのあいさつや気配りなど、

ホスピタリティが高い…など。参加するだけでは、この素晴らしさに気づかなかったと思います。出演側、運営

側お互いにリスペクトを感じた一日でした。 

グループ LINEにおける活発な意見交換、テンポの速さに、右も左も分からない新参者の私は目を白黒させな

がら、要綱等の文言やタイムテーブル、パンフレットの確認作業など、自分にできることをやらせていただきま

した。細部にまで配慮を行き渡らせる取り組みは驚くばかりで、その仕事量に必要なマンパワーの 1 人というに

は力不足で申し訳ない限りでした。 

当日の担当はカゲアナ。合唱祭のプログラム 4 番以降最後までと、おかあさんコーラス大会の全てでした。声

の嗄れなどお聴き苦しかった点や噛んだことをはじめ、一字一句熟考して書かれたであろう文章を、口が勝手に

一字追加して読んでしまった原稿もあり、この場をお借りしてお詫び致します。 

久しぶりの本番だとのお声もいただきましたが、参加していただ

いたみなさまの清々しい笑顔と溌剌とした歌声が印象的でした。 

16:00 から開演いたしました全日本おかあさんコーラス関西支

部和歌山大会も熱演の数々でした。選考の結果、コア・ブレーメン

が県代表として全国大会に進まれることとなりました。おめでとう

ございます。 

2022 年 6月 5 日（日） 

海南市民交流センター ふれあいホール 
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団体理事 

 

 

 

 

スタッフとして、受付を担当させていただきました。一番嬉しかったのは、大勢の方が来て下さったことです。 

皆さんが、ニコニコされていて歌声を欲していらっしゃるのだなと、強く思いました。混雑して、並んで待

って頂いた時間帯もありましたが、全体を通して スムーズにいったと思います。 

1 日が長く、大変疲れましたが、新体制の中で、上手くいったと思います。みなさんありがとうございまし

た。 

受付や会場内、駐車場など、お客様と密に接する機会の多い部署を担当させていただきました。約 2 年半ぶり

の合唱祭、3年ぶりのおかあさんということもあり、至らない点も多かったかと思います。そんな中、マスク越

しとはいえ、出演・来場くださった皆様の笑顔が、私たちスタッフにとって心の支えとなりました。本当にあり

がとうございました。次の連盟イベントはコンクール。中高生の皆さんは出演者として、一般団体の皆さまはご

観覧のお客様として、また、海南市のふれあいホールでお会いできるのを楽しみにしております。 

今回初めて県合唱祭のお手伝いに参加させていただきました。当初は不安に感じる部分も多々ありました

が、事前に LINE を通じて詳細な情報共有をしていただいたり、当日適切な指示出しをしていただいたりしたこ

とで乗り切ることができました。また私はリハーサルや場内の管理を担当していたため、出演者の方々が楽し

そうに歌っている姿を見ることで楽しい時間を過ごすことができました。微力ではありますが当日の運営に携

わらせていただき、ありがとうございました。 

先ずは、担当理事の方々、事務局の方々に感謝いたします。 

当日は、2名運営に参加しました。進行はスムーズにいったように思います。これは、事前の打ち合わせ

と、当日の緻密なラインでの連携などがあったからだと思います。ただ、私は受付を担当していましたので、

ラインはほとんど後追い状態でした。時間帯によっては、手薄になりましが、気が付いた方が、入ってくださ

ったので助かりました。 

初めてスタッフとして参加しました。クリニックの管理と場内案内を担当しました。場内案内では、今回は密

状態回避のため出演者は客席入退場でしたので、その案内が主なお仕事でしたが、一組目を案内すると次の組か

らは流れに沿って動いてくださったので、演奏も楽しみながらお仕事ができました。 

また、今回は当日スタッフが LINEで情報共有をしていましたので、自分の担当部署以外のところで、他の

スタッフの方々がどのように動きどのように対応をしているのかが良く分かりました。スタッフをしたことに

より、これまでの大会も多くの方の尽力により成り立っていたのだということに気が付きました。 
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2022 年度和歌山県合唱コンクール 

日 時 2022 年 8 月 6 日（土）13 時 30 分開演 

会 場 海南市民交流センター ふれあいホール 

部 門 小学校部門・中学校部門・高等学校部門 

☆本年は小学校部門も開催いたします！ 

 

発声講習会 

日 時 2022 年 11 月 6 日（日） 

    13:00～15:00 学生 ／ 15:15～17:15 一般 

会 場 和歌山市南コミュニティセンター 多目的ホール 

講 師 晴 雅彦（声楽家） 

☆３年ぶりの発声講習会です。お申し込み方法につきましては近日中に 

ご案内いたします♪ 

 

第 9 回和歌山県ヴォーカルアンサンブルコンテスト 

日 時 2023 年 1 月 9 日（月・祝） 

会 場 メディア・アート・ホール 

部 門 中学校部門・高等学校部門・一般部門 

☆合唱連盟未加盟でもご出場可能です。審査員による特別演奏も必聴必見！ 

 

第 56 回和歌山県合唱祭 

第 46 回全日本おかあさんコーラス関西支部和歌山大会 

日 時 2023 年 6 月 4 日（日） 

会 場 和歌山城ホール 大ホール 

☆合唱祭、おかあさん大会では初となる、和歌山城ホールでの開催です。 

 

 

  

行事予定 

原稿募集 
 

今後、行事の案内のほか、加盟団体同士、お互いのことをもっとよく知ってもらおう！ということで、団体紹

介を掲載していきたいと考えています。 

そこで、みなさまから原稿を募集します。後日事務局よりお送りいたします内容の原稿をいただければ幸いで

す。掲載順は紙面の都合上編集部にて決めさせていただきます。必ずしも先着順となるわけではございませんの

でご了承ください。 

また、このほか「こういう記事を読んでみたい」等のご要望もお寄せいただければ幸いです。事務局までメー

ルか郵送にてご連絡ください。 



6 

 

 

 

  

コラム『ハラ・デ・テールのつぶやき』 

『歌が繋いだ絆』 

先日開催した和歌山県合唱祭＆おかあさんコーラス関西支部和歌山大会での出来事です。 

事務局が連盟公式 Facebook で告知を投稿してくれているのですが、そこにこのコロナ禍の苦境のなかで懸

命に活動を継続されているみなさま、とりわけ今回たくさん出演してくれる中高合唱部をぜひご覧いただきたい

という内容で私のお知り合いにシェア投稿をしたところ、かつて NHK 和歌山放送局で合唱をご担当されていた

H さんからご連絡がありました。 

「日曜日、聴きに行きます！！」 

連盟のお仕事をしていると、朝日新聞社や NHK のご担当者と色々とお話しする機会はあるものの、平均約 2

年で転勤されるためせっかく和歌山の合唱をよく知っていただいたのになぁというタイミングで別れになって

しまうものなのです。H さんは 6 年ほど前まで和歌山におられ、当時もとても熱意あるお付き合いでしたので印

象に残っています。 

とはいえ、現在は東京にお住まいですので、そんなわざわざ、しかも会場もとても空港からアクセスが良いわ

けでもないのに・・・と半信半疑だったのですが、当日会場でお声がけいただきました。当時と変わらずキラキ

ラした目に満面の笑みで、正直理事長として初めての大きな行事ということで些か緊張感もあったのですが、お

かげさまでリラックスできたのでした。 

余談ですが、当時から熱心に取材もされていたご縁で、多くの先生方とも現在も交流があるそうです。きっと

同じような方が全国にいらっしゃってこういった絆で結ばれているのだろうなぁと感慨深く思った出来事でし

た。 

今回の合唱祭、おかあさん大会を通じて、久々の本番に喜んでいただけただけでなく、また聴衆のみなさまに

も喜んでいただいたように聞いています。合唱音楽を通じて「喜び」が連鎖して絆がまた生まれた瞬間に立ち会

えたことが嬉しいですし、これからも創るお手伝いができればと思っています。 


